
2008 ITU Triathlon Continental Cup SENDAI SHICHIGAHAMA
2008 NTT Triathlon Japan Cup, 6th Stage

2008ITUトライアスロンコンチネンタルカップ七ヶ浜大会
NTTトライアスロンジャパンカップ第6戦

2008.07.06

JAPAN TRIATHLON UNION.
www.jtu.or.jp

14th MIYAGI International Triathlon SENDAI SHICHIGAHAMA 

大会レポート



大会概要・会場風景

JAPAN TRIATHLON UNION
www.jtu.or.jp

第14回みやぎ国際トライアスロン七ヶ浜大会/2008ITUトライアスロンコンチネンタルカップ七ヶ浜大会

P.1



P.2

大会概要 ■大会名称および大会指定

第14回

 

みやぎ国際トライアスロン七ヶ浜大会

2008ＩＴＵトライアスロンコンチネンタルカップ七ヶ浜大会

 
NTTトライアスロンジャパンカップランキングイベント第6戦

 
東北学生トライアスロン選手権大会

 
宮城県トライアスロン選手権

 

(強化指定選手選考大会) 
宮城県民体育大会

■開催日

2008年7月6日(日) 

■開催場所

宮城県宮城郡、七ヶ浜町

 
主会場：七ヶ浜町湊浜海浜公園周辺

■主催

七ヶ浜町、社団法人 日本トライアスロン連合(JTU) 

■主管

宮城県トライアスロン協会

 
第14回みやぎ国際トライアスロン七ヶ浜大会実行委員会

■特別後援

日刊スポーツ新聞社

■協賛

ＮＴＴ東日本

 

日本サムスン

 

キョーリン

 

日本航空

 

アリーナ

 

アシックス

 
大塚製薬

 

エクトス

 

サブウェイ

 

フィエラ

 

ＡＩＵ保険会社

 

ＣoＣo一番屋

 
東山

 

日本バナナ輸入組合

 

カナディアンクリスタ

 

宮城トヨタ

 

新日本石

 
油精製

 

山源工務店

 

東北造園

 

JR東日本仙台支社

■競技内容

51.5Km 
スイム1.5Km、バイク40Km、ラン10Km 

エリート：ドラフティング許可

 
エイジ(一般選手、学生選手)：ドラフティング禁止

 
リレー(2～3 名で競技をする)：ドラフティング禁止

■制限時間

エリート男子：2時間30分、

 

エリート女子：2時間45分

■参加資格

①JTU 指定選手 ②各県協会の推薦選手 ③主催者推薦選手
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大会
 スケジュール

7月5日(土)
12:30～15:50 選手登録受付

16:00～16:30 競技説明会

12:30～17:00 メディア登録受付

17:00～17:45 メディア説明会・記者会見

7月6日(日)

【エイジ部門】

06:30～07:45 選手受付（ボディーナンバー書き込み）

08:00 スタートエリア集合

08:15 スイムスタート

12:15 全競技終了

【エリート部門】

09:50～10:30 選手受付(エリート男子) 

09:50～11:40 選手受付(エリート女子) 

10:45 エリート男子集合(スタートエリア) 

11:00～13:30 エリート男子競技

11:55 エリート女子集合（スタートエリア）

12:10～14:55 エリート女子競技

14:30～15:00 表彰式・閉会式
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コースマップ

■コース概略図

■ランコース詳細

競技距離

 

スイム

 

750m×2周回：1500m 
バイク

 

10Km×4周回：40Km 
ラン

 

2.5Km×4周回：10Km
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会場風景

■スイムスタートエリア（七ヶ浜町湊浜）

■七ヶ浜町湊浜の海（エイジグループスタート前入水チェックの様子）■スイム周回コーナー

■スイムゲート付近

スイムエリア
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会場風景

■スイムエリアからトランジションエリアへ

■トランジションエリアからバイクコースへ■バイクコース（メイン会場折り返し地点）

■トランジションエリア

トランジションエリア
バイクコース
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会場風景

■フィニッシュエリア

■フィニッシュゲート■フィニッシュゲート（メディア側）

■フィニッシュゲート（コース側）

フィニッシュエリア付近
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会場風景

■アドバナー（NTT東日本）

■アドバナー（JAL）■アドバナー（キョーリン）

■アドバナー（日本サムスン）

スポンサーアドバナー
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会場風景

■アドバナー（アリーナ）

■アドバナー（サブウェイ）■アドバナー（大塚製薬AminoｰValue）

■アドバナー（アシックス）

スポンサーアドバナー
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会場風景

■アドバナー（日本バナナ輸入組合）

■アドバナー（フィニッシュエリア前）■アドバナー（スイムエリア）

■アドバナー（カナディアンクリスタ）

スポンサーアドバナー
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会場風景

■アドボード（NTT東日本）

■アドボード（アシックス）■アドボード（キョーリン）

■アドボード（日本サムスン）

スポンサーアドボード
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会場風景

■アドボード（大塚製薬Amino-Value）

■アドボード（フィニッシュゲート前）■アドボード（フィエラ）

■アドボード（サブウェイ）

スポンサーアドボード
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会場風景

■アドボード（NTT東日本）

■アドボード（JAL）■アドボード（キョーリン）

■アドボード（日本サムスン）

スポンサーアドボード



P.14

会場風景

■アドボード（アリーナ） ■アドボード（アシックス）

スポンサーアドボード

■アドボード（大塚製薬Amino-Value） ■アドボード（エクトス）
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会場風景

■大会タイトル看板

■アドボード（フィエラ）■アドボード（サブウェイ）

スポンサーアドボード
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会場風景

■のぼり（NTT東日本）

■のぼり（フィエラ）■のぼり（エクトス）

■のぼり（日本サムスン）

スポンサーのぼり
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会場風景

■のぼり（サブウェイ）

■のぼり（フィニッシュゲート前）■のぼり（スイム会場）

■のぼり（カナディアンクリスタ）

スポンサーのぼり
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会場風景

■表彰式会場

■資源ゴミの分別■ゴミの分別の協力を呼びかけました

■JTU、ITU、ジャパンカップシリーズ旗

表彰式会場 他



P.19

会場風景

■JTUオフィシャルドリンク・大塚製薬（Amino-Value）

■Amino-Value & カナディアンクリスタ■JTUオフィシャルパートナー・バナナ輸入組合（バナナ提供）

■JTUオフィシャルパートナー・カナディアンクリスタ（ミネラルウォーター提供）

エイドステーション



大会模様

JAPAN TRIATHLON UNION 
www.jtu.or.jp

第14回みやぎ国際トライアスロン七ヶ浜大会/2008ITUトライアスロンコンチネンタルカップ七ヶ浜大会
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■記者会見会場 ■4名の有力選手が出席し、記者会見が行われた

■高濱邦晃（チームコラテック/左）とジェームス・シーア（オーストラリア） ■サラ・クロウリー（オーストラリア/左）と大松沙央里（トヨタ車体/右）

１７：００～１７：４５
メディア説明会・
記者会見

７月５日（土）
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■明日のレースの健闘を誓う4選手

７月５日（土）

１７：００～１７：４５
メディア説明会・
記者会見
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７月５日（土）

ＪＴＵニュースリリース

 大会直前情報

■掲載場所

 

http://www.jtu.or.jp/news/2008/pdf/08ShichigahamaPreRelease2.pdf
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７月６日（日）

～８：００
エイジ部門
スタート前風景

■トランジションエリアでセッティングする選手 ■入水チェック

■七ヶ浜町湊浜からのスタートとなる ■続々とスタートエリアへ移動
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７月６日（日）

８：００
エイジ部門
スタートエリア集合

■8時、七ヶ浜町湊浜に

 

エイジ部門124名、東北選手権67名、駅伝15チームの200名以上の選手が集結
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７月６日（日）

■スタートセレモニーでは地元の学生の応援が会場に花を添えた ■海の安全を守るスタッフ

■スタートセレモニー風景 ■スタートの合図を待つ選手

８：００
エイジ部門
スタートエリア集合
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７月６日（日）

８：１５
エイジ部門
スタート

■8時15分。約200名の選手がいっせいにスタート。スタートは七ヶ浜町湊浜。七ヶ浜の入口に位置する。

 
七ヶ浜町は、湊浜・松ヶ浜・菖蒲田浜・花渕浜・吉田浜・代ヶ崎浜・東宮浜、の7つの浜を持つ村々で作られ、北・東・南の三方を海に囲まれた半島の町である。

競技距離：合計51.5km
スイム1.5km（2周回）

 
バイク40km（4周回）

 
ラン10km（4周回）
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７月６日（日）

■スイム2周回目 ■ジュニア強化指定の椿浩平選手がスイムをトップで終え、バイクへ

エイジ部門
スイム競技風景
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７月６日（日）

■バイクでは、大会本部から海沿いの道路を計40km走る ■大会本部前にある折り返し地点

エイジ部門
バイク競技風景

■スイムを終えた選手達が次々とトランジションエリアへ ■トランジションでスイムからバイク競技へ移行する
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７月６日（日）

■福元選手が石垣、天草に続き、本年度3回目の優勝を飾った ■エイジ部門優勝福元選手（中央）、2位椿選手（左）、学生選手権1位の相楽選手

エイジ部門
ラン競技風景

■バイクを終えトランジションへ入る東北大学の小室選手（スプリット1位通過） ■ラン序盤、福元選手が小室選手を抜く
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７月６日（日）

１１：００
エリート男子
スタート

競技距離はオリンピック・ディスタ

 
ンスの51.5km（スイム1.5km／

 
バイク40km／ラン10km）。宮

 
城県七ヶ浜町湊浜海浜公園周辺

 
の特設コースを走る。

午前11時 エリート男子28名がスタートした（オーストラリア8名、韓国4名、香港1名、日本選手15名が出場）1
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７月６日（日）

１１：００
エリート男子競技風景
スイム

エイジグループ同様、スイムでは湊浜の海を2周回計1.5km泳ぐ2 スイム1周回目トップはオーストラリアのジョシュア・アムバーガー3

平野（NTT東日本･NTT西日本）がアムバーガーを追う4 スイム2周回目に入る杉本（チームブレイブ）5
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７月６日（日）

１１：００
エリート男子競技風景
スイム

スイム2週回を終え、トランジションエリアへ向かう平野とアムバーガー6 その15秒後、オーストラリア勢中心にスイムを終える7

トップから約40秒遅れ、杉本がトランジションエリアへ（現時点7位）8 海岸をあがったところに位置するトランジションエリア9
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７月６日（日）

１１：００
エリート男子競技風景
バイク

アムバーガー、シーア、メイダーのオーストラリア勢とヘオ・ミンホ（韓国）の4名が第1集団を形成。スイム2位の平野は遅れをとり後ろへ下がった10
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７月６日（日）

１１：００
エリート男子競技風景
バイク

第2集団には、高濱邦晃（チームコラテック）、杉本宏樹（チームブレイブ）、岩井信二（日本食研）にオーストラリアからの2名らを含む7名が入った11
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７月６日（日）

１１：００
エリート男子競技風景
バイク

バイク第3集団の先頭をひく外山高広（東京ヴェルディ/左）12 バイク第1集団の5名は順調に後続との差を開いた13

先頭集団を追う杉本、高濱、岩井ほか14 後続に1分の差をつけ、先頭の4名がそのままランへ15
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７月６日（日）

１１：００
エリート男子競技風景
ラン→バイク

1分遅れ、第2集団の7名がトランジションに入った16 高濱邦晃はバイク終了時点9位。トップとの差は1分19秒17

スイムはトップと1秒差であがった平野だｓが、バイク終了時点は13位に18 そのままトップで走るシーア、メイダー、アムバーガー、ミンホの4名19
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７月６日（日）

１１：００
エリート男子競技風景
ラン

高濱の後に続く杉本。後ろはオーストラリアのマクヒュー21

ラン序盤、高濱が快調に追い上げ、トップと30秒差にまで詰め寄った20 高濱、杉本ともにバイク第2集団をはしった岩井信二（日本食研）22
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７月６日（日）

１１：００
エリート男子競技風景
ラン→バイク

外山（東京ヴェルディ/左と平野（右）25

バイク終了時16位の細田（チームブレイブ）がランで徐々に順位をあげる24 シーアがスパートをし、単独トップにたった26

韓国のミンホが遅れをとり、オーストラリアの3名が先頭にたった23
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７月６日（日）

１１：００
エリート男子競技風景
ラン→バイク

2位はメイダー、3位はアムバーガー。オーストラリア勢が上位を独占した28

シーアがそのままトップを守り、1時間53分48秒で優勝27 一時は30秒差に詰めた高濱だったが中盤で差が開き、惜しくも4位に29
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７月６日（日）

１２：１０
エリート女子
スタート

競技距離は男子と同じく、オリン

 
ピック・ディスタンスの51.5km 
（スイム1.5km／バイク40km／

 
ラン10km）。宮城県七ヶ浜町湊

 
浜海浜公園周辺の特設コースを

 
走る。

男子から1時間10分後に女子の

 
競技がはじまった。

12時10分

 

男子スタートから1時間10分後、エリート女子13名がスタートした（オーストラリア1名、韓国2名、日本選手8名が出場、※DNS韓国2名）1
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７月６日（日）

１２：１０
エリート女子競技風景
スイム

いっせいに海へかけだす2 中島千恵（トーシンパートナーズ・チームケンズ）がスイムをトップフィニッシュ3

続くのはスン・エンキュン（写真）、キム・ヒジョーの韓国勢4 すぐ後ろには西麻依子（湘南ベルマーレ）がつけた5
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７月６日（日）

１２：１０
エリート女子競技風景
バイク

バイクでは、西麻依子と中島千恵、韓国のエンキュンとヒジョーの4名が第1集団に6
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７月６日（日）

１２：１０
エリート女子競技風景
バイク

七ヶ浜2勝目を狙う大松沙央里（トヨタ車体・写真中央）と菊池日出子（チームブレイブ）、蔵本葵（東京ヴェルディ）の3名が第2集団となった7
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７月６日（日）

１２：１０
エリート女子競技風景
バイク

第1集団で先頭を引く西麻依子8 第2集団では大松が積極的に攻め、トップとの差を徐々に縮めていった9

スイムで出遅れ、バイクを単独で走るサラ･クロウリー（オーストラリア）10 バイク終盤、第2集団が第1集団を吸収。7名がトランジションエリアへ入った11
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７月６日（日）

１２：１０
エリート女子競技風景
バイク→ラン

バイクを降りる

 

菊池（左）と中島（右）12 西（湘南ベルマーレ）13
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７月６日（日）

１２：１０
エリート女子競技風景
ラン

大松の後を追う菊池15

ランに入ると、大松が満を持して飛び出した14 バイク終了時8位のクロウリー。後方からどんどん抜き去り、順位をあげる16
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７月６日（日）

１２：１０
エリート女子競技風景
ラン

2位

 

大松沙央里（2時間13分4秒） 3位

 

菊池日出子（2時間14分18秒）19

ランにかけたサラ・クロウリー（オーストラリア）がただ一人37分台のラップをたたき出し、大松を抜き去って2時間10分12秒のタイムで優勝した17
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７月６日（日）

１４：３０～１５：００
表彰式

エリート男子

1位

 

ジェームス・シーア（オーストラリア）／1:53:48
2位

 

ジョシュア・メイダー（オーストラリア）／1:54:29
3位

 

ジョシュア・アムバーガー（オーストラリア）／1:54:32

エリート女子

1位

 

サラ・クロウリー（オーストラリア）／2:10:12
2位

 

大松

 

沙央里（トヨタ車体）／2:13:04
3位

 

菊池

 

日出子（チームブレイブ）／2:14:18
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大会結果

■掲載場所

 

http://www.jtu.or.jp/race/japancup/2008/shichigahama/result.html
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５月２５日（日）

ＪＴＵニュースリリース

 大会速報

■掲載場所

 

http://www.jtu.or.jp/news/2008/pdf/08ShichigahamaAfterRelease2.pdf



告知・広報
 
/ 各種ツール

 
他

JAPAN TRIATHLON UNION 
www.jtu.or.jp

第14回みやぎ国際トライアスロン七ヶ浜大会/2008ITUトライアスロンコンチネンタルカップ七ヶ浜大会
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リリース
ＪＴＵメールニュース配信

■7月5日（土）配信

 

「七ヶ浜大会選手会見」 ■7月6日（日）配信

 

「七ヶ浜大会結果速報」■6月30日（月）配信

 

「七ヶ浜大会取材案内」

■7月8日（火）配信

 

「ランキング情報（七ヶ浜大会後）」■7月6日（日）配信

 

「七ヶ浜大会レース速報」
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Ｗｅｂ
Ｗｅｂ展開の一例

■JTU Web Magazine内

 

七ヶ浜大会情報ページ

 
http://www.jtu.or.jp/race/japancup/2008/shichigahama/

■七ヶ浜大会公式ホームページ

 
http://triathlon-7.main.jp/

■七ヶ浜大会フォトギャラリー

 
http://www.jtu.or.jp/news/08ShichigahamaPhG/
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ツール
選手への配布物

■

 

選手への配布物

 Amino-Valueロゴ入りビニールバッグ、大会公式パンフレット、大会公式リーフレット、スタートリスト、選手への案内資料各種、

 
JTU Magazine、フリーマガジン「Three」、スポンサーＰＲツール各種

 

他
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ツール
大会公式パンフレット

■大会公式パンフレット（表紙） ■大会公式パンフレット（表紙・裏表紙）

■大会公式パンフレット表紙 ■大会公式パンフレット・JTUオフィシャルスポンサー&パートナー広告掲載ページ
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新聞記事
掲載記事の一例①

2008.07.06 スポーツ報知 2008.07.06 サンケイスポーツ 2008.07.06 北陸中日新聞

「きょうのスポーツ」 「今月のスポーツ」 「きょうのスポーツ」

2008.07.06 釧路新聞 2008.07.06 中日新聞 2008.07.06 東京新聞

「きょうの地元スポーツ」 「今月のスポーツ」 「きょうのスポーツ」

2008.07.06 岐阜新聞 2008.07.06 世界日報

「きょうのスポーツ」 「今日のスポーツ」
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新聞記事
掲載記事の一例②

2008.07.06 陸奥新報 2008.07.06 日本経済新聞

「きょうのスポーツ」 「きょうのスポーツ」

2008.07.06 中日スポーツ 2008.07.06 大阪日日新聞 2008.07.06 西日本スポーツ

「きょうのスポーツ」 「きょうのスポーツ」 「きょうのスポーツ」
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新聞記事
掲載記事の一例②

2008.07.07 日刊スポーツ 2008.07.07 中日新聞 2008.07.07 河北新報

「ITUコンチネンタル杯七ヶ浜大会結果」 「七ヶ浜大会結果」 「七ヶ浜大会結果」

2008.07.07 河北新報 2008.07.07 福島民報 2008.07.08 岩手日報

「高橋優勝

 

みやぎ国際トライアスロン」 「菊池3位」 「七ヶ浜大会県勢記録」

2008.07.09 愛媛新聞

「七ヶ浜大会・本県勢の成績」
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大会データ 出場選手数： 総出場選手数
 

２２９名+15チーム
エリート男子

 
27名

 
／

 
エリート女子

 
11名

 エイジグループ

 
124名

 
／

 
東北学生選手権

 
67名

 
／

 
駅伝15チーム

観戦客数： ３０,

 

０００名

新聞掲載：

天 候： 晴れ
 
気温２1.6℃、風速5.0m/sec南東、水温21.5℃

 

※9時現在

※大会メイン会場および沿道含む

大会結果

朝日新聞、日刊スポーツ、西日本スポーツ、長野日報、大分合同新聞、
福島民報、福島民友、愛媛新聞、熊本日日新聞

 
他

大会予告(大会情報、きょう・明日のスポーツ欄など)

 日本経済新聞、読売新聞、産経新聞、スポーツニッポン、熊本日日新聞

 
他
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本大会を支えていただいた、たくさんのボランティアとスポンサー、出場選手の皆さん、

そしてトライアスロンファンの皆さま他

 

多くの方々のご協力に、心から感謝いたします。

2008年7月6日

 
社団法人日本トライアスロン連合

御礼
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